A Study on the Planning for Home Safety by 水野, 弘之
大阪市立大学生活科学部紀要・ ~28巻 (1980) 一189-
住宅安全問題の論点と住宅安全計画
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|羽係があると Jえよう。このほかの 'I~般の中には， 1960 
年代に死亡中ー が急.ttlしたが， 1970年代になると，住宅安
全対策が鳩されたために死亡3がが減少したものがある。
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表-3. 2 住宅内 't~般の総数の年令別内訳の日本と
アメリカとの比較
1969-1970年 1974-1975年
日本$ アメリカ 日本. アメリカ
全 年 令 6.4 9 1 0.1 3 6.25 8.9 8 
。-4才 2 0.89 1 5.65 1 8.6 0 1 2.8 9 
5-64才 2. 4 6 5.78 2.31 5.6 7 
65才~ 37.66 4 1.8 1 35.73 3 2.2 0 
-天災によ る也のを除く
3-2 不JI，の事紋死に関する日本と諸外国の比較
World Health Statistics Annual61を用いると，不I琶









中のデー タの紹介を行き~ t~，i命だけを，式すと，表- 3.3 
のよつになる(ぷ純Iir住宅内における '1，般の:Jミ態と7'f
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1966 ! U 63 14，446 
1910 d 8.4 0 . 22.482 
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階段 で の 転車E 344 
や l' ど 109 
物にぶつかった事故 103 
誤 飲 58 
家具の上から転車E 55 
物が倒れてきた事紋 43 
建物 から 墜落 40 
火災民伴う死傷 27 
ガ ラ旦で 負 傷 25 
カ' ス 中 昔3 18 
溺 水 6 
窪 ，9. s 
そ の 他 88 
計 1.347 



















事故函れき生箇所 居室 浴室 台所 階段ベランダ 軍E 玄関 便所 廊下エνヰサー そ¢他寵諮'.!し 小計
階段からの転落 219 220 
同一平面上の転倒 84 24 4 2 5 28 11 6 7 5 127 
ぷつ 色、 り 12 s 2 4 1 58 77 
や け ど 10 5 1 1 { 75 101 
建物からの墜落 15 8 7 5 85 
溺 水 5 6 
落 下 物 6 8 1 2 25 87 
そ の 他本 25 10 s 4 ー 6 a 187 189 
計 87 47 23 222 21 10 88 12 6 6 18 302 792 
-その他の内訳……ガス中毒(1 7件).火災(1 8件).銀飲 (5 5件).家具からの転落(4 8件)， 
ガラスの・彼(2 1件 ).切傷(1 1件)，俗事(4件 ).エレベーター (7件).ドア(5件).窒息(8件 }
表-4.4東京消防庁の数急統計によ る事故の
発生箇所
よよご!?凶司I lIi雀 台所 聞IIJt !・/fi.下・・ a〆←タ-.to:咽 小計
開--'f.語上の・区倒 &1帽 810 l'的 -t7 414 ， .・2 78 r 6.218 衝 害警 .36 1 2t t3 1 日ー 82 H S岨
'患 l' 暢 221 8 11 • 2 8 - 同 7 8坦
転 .& 11明。 9 部 . ‘ 曲 ー 冒険 島 14岨墜 1 卸 2 12 -・ー岨 '1 “ “l 火 " 21 ? ‘ ー -ー 岨や " ど 7軒 目'" I個 .ー 7 "ー 1.115 a爾 * $揖ー I  
'‘ a 2・- 1・3肱 飲 787 5 " - • . - 8 1 7" 
" '"中 .. 117 18 は ー 2 - l‘' 
階段からの伝偽 ・ ~刷. - 同掴
は串まれる ‘瞳 ' 2 s 担 ‘s 置 副 17 . 








針 II 2 I 26 
















公営住宅の事飯綱査報量f 5件 17件 22件( 23 %) ( 77 %) (100%) 
中高層集合住宅の割査・2 15件 56件 71 件目匹( 21~第〉 ( 79世話) (100 %) 
新聞記事より・8 22件 28件 45件( 49必〉 ( 51侮) (100必〉
教急事敏の統計より・4 15件 8件 23件( 65~匹) ( 35必〉 (100 %) 









































松悲fT! .‘ 宅展 同ー半白Jじでの飯綱 岡崎俊での伝 1
• A S I '1 
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分もある。 しかし， 1上毛rf，~が1ムーがるなど否定的な l而も
存{J:することは事実である。.iI!iIfM也J主がそうであるし，
{主'Bロ ー ンや家1tは.~正式|ーに屯くのしかか って いる。住宅



















































































































































年度 普通木造 防火木造 非木造
1958 167 4 
1963 176 1 9 1 0 
1968 186 3 5 2 0 
1973 191 5 7 4 0 
1978 181 8 2 5 9 
l階建 2階建
年度
一戸建 長屋建 一戸建 長屋建
1963 101 23 46 8 
1968 102 25 59 10 
1973 100 23 86 12 






























内である。 1:皆j立・I~M(は.t人や乳幼児などの弱 -r. に被'!1 ;:が
~~Ij'する点にも伺む:しなければならない。2F>持怨 fì:'むの


























リのl年はも、んで~(lを 11 った H干の術'棋が大さいので. "の
こや7.，/トをi¥;'， t晶 .t1~に ，t~<必要がある 苛¥2は.浴
むにすラス戸が芹l止しガラス・~放が増加したことである
(昂4ujiに前述)0 ~ 3 /;t. i谷憎の中に転泌し溺水するこ
とや.然泌でやけどをする "'Ii{， W: })Iしている 第4IJ 
MI.日?をの全だきなどによる火災。第5は，ガスrt'ぷであ
り，特に 111''，，\ガスが~2! iliけ喧る欠陥住宅もあるので恐しい。





以Lにみてきた上 うに.Iji.l:l表， fj二'とのっくり )j1.1.片し
く変化したが，それらは部分的に{j:定を安全にしたにと
とまっておリ.令1*としては，fモ'むを危険iじする )jli，)で
つくり )jが変化 してきたとJ;JI.~できるであろっ このこ
( 7 ) 
とは.(よ可2内の・JI.故による死者の続年安化と見事に対応
している。従って，戦後の住宅のつく'))jの変化にみら
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13) John Burnett: A Social History of Housing 
Summary 
The characteristics of dwellings in ]apan have changed remarkably post 2.nd war. And according to these changes. 
the safety of dwellings have changed very much t∞. 
In出 5papers. the change of dwellings characteristics which are structures. type of buildings. or number of stories 
are examind by using with Housing Survey of ]apan. 
And we considered the relationships between the changes of dwellings characteristics and the changes of home 
safety 
The foUowings are obtained as a result. 
1. Hi.rised apartment dwellings have increased. And this facts have brought negative e仔ectson the safety of that 
dwellings. 
2. Increasing of non.wooden dwelings and 2・storiesdwellings have negative in日uencesslightly on the safety of 
houses 
3. Dwellings with bathrooms have increased. Therefore the accidental drowing and submerison have increased 
And the followings are examined t∞，
(a) The safety of ]apanese dwellings are compared with the safety of American dwellings. The facts are obtained 
that the ]apanese dwellings are more dangerous than American. 
(b) The cause of accidents， the place where accidents in the houses hap問ned，and some characteristics are 
examined by using with the ambulance service records of Osaka Fire Department. 
(8 ) 
